
満面の実顔…
11月 17日 東京都で行われた「関東地区ふる

さと市浦会」の際に行われた出身地区別に行

われた記念撮影。懐かしい顔ぶれでの記念撮

影に参加者のみなさんは満面の実顔でした。

【関連記事4～ 5ベージ】
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功
瞑
響
る
た
五
人
ニ

11月 3日 (文化の日)、 青
森あすなろホール市浦で、

平成13年度市浦村褒賞式が
行われ、これまでに功績の
あった5人 tl団体が表彰
されました:  |

褒
賞
式
に
は
、
関
東
在
住
の
三
人

以
外
の
受
賞
者
が
出
席
り
高
松
村
長

の
式
辞
の
後
、
受
賞
者

一
人
ひ
と
り

に
賞
状
を
授
与
し
、
功
績
を
た
た
え

引
き
続
き
受
賞
者
を
代
表
し
て
、

金
木
高
　
市
浦
分
校
の
西
村
教
諭
が

「今
回
の
受
賞
の
感
激
を
忘
れ
る
こ

と
な
く
、
今
後
も
地
域
の
た
め
の
活

動
を
継
続
し
、
村
民
の
み
な
さ
ま
の

ご
期
待
に
添
え
ら
れ
る
よ
う
頑
張
り

た
い
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

受
賞
者
と
功
績
内
容
は
、
次
の
と

平
成
十
二
年
八
月
八
日
午
前
十

一

時
頃
、
脇
元
海
辺
ふ
れ
あ
い
ゾ
ー
ン

沖
の
海
上
で
ゴ
ム
ボ
ー
ト
遊
び
を
し

て
い
た
青
年
二
人
が
、
東
か
ら
の
強

風
に
あ
お
ら
れ
て
あ
つ
と
い
う
ま
に

沖
合
に
流
さ
れ
、　
一
緒
に
遊
び
に
来

て
い
た
仲
間
か
ら
助
け
を
求
め
ら
れ

た
。
そ
の
頃
漁
の
準
備
を
し
て
い
た

竹
谷
友
三
郎
さ
ん
と
偶
然
に
も
そ
の

沖
合
で
漁
を
し
て
い
た
伊
南
市
男
さ

ん
が
救
助
に
向
か
い
、
ヤ
マ
セ
特
有

の
強
風
と
高
波
の
危
険
な
状
態
の
中
、

午
後
二
時
二
十
五
分
頃
青
年
二
人
を

無
事
救
助
し
た
。
な
お
、
お
二
人
は

平
成
十
三
年
八
月
十
四
日
に
海
難
救

助
活
動
と
し
て
、
青
森
海
上
保
安
本

部
長
か
ら
表
彰
を
受
け
て
い
ま
す
。

会
員
相
互
の
親
睦
を
図
る
と
と
も

に
、
ふ
る
さ
と
市
浦
の
限
り
な
い
発

展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
市

浦
村
出
身
者
及
び
縁
故
者
を
も
つ
て

組
織
し
、
東
京
都
及
び
そ
の
近
県
に

居
住
す
る
者
を
対
象
に
平
成
七
年
関

東
地
区

「
ふ
る
さ
と
市
浦
会
」
を
発

足
し
た
。
発
足
ま
で
の
準
備
段
階
か

ら
村
出
身
者
に
積
極
的
に
働
き
か
け
、

会
を
ま
と
め
あ
げ
、
会
発
足
と
同
時

に
会
長
に
就
任
、
以
後
三
期
六
年
務

昭
和
五
十
三
年
四
月
相
内
地
区

（大
田
、
桂
川
含
む
）出
身
者
で
結
成

さ
れ
た

「東
京
相
内
会
」
の
顧
間
と

し
て
、
現
在
ま
で
二
十
数
年
就
任
し

て
い
る
。
毎
年
、
四
月
の
第

一
日
曜

日
に
は
、
上
野
公
園
で

「相
内
の
虫

送
り
」
を
開
催
し
、
会
員
相
互
の
親

睦
を
深
め
て
い
る
ほ
か
、
虫
送
り
の

太
刀
、
太
鼓
の
確
保
や
会
員
等
の
世

話
役
と
な
り
相
内
出
身
者
の
心
の
支

え
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
平
成
七

年
に
結
成
さ
れ
た

「
ふ
る
さ
と
市
浦

会
」
で
は
会
員
の
ま
と
め
役
と
し
て

積
極
的
に
奔
走
し
、
結
成
後
は
本
会

昭
和

五
十
三
年

に
結
成
さ
れ
た

「
東
京
相
内
会
」

の
会
長
と
し
て
就

任
、
現
在
に
至
る
。
会
結
成
前
か
ら

関
東
地
区
に
居
住
す
る
相
内
出
身
者

（大
田
、
桂
川
含
む
）
の
親
睦
を
図

ろ
う
と
毎
年
四
月
第

一
日
曜
日
に
上

野
公
園
で
花
見
会
を
開
催
し
、
ふ
る

さ
と
意
識
の
高
揚
と
会
員
相
互
の
親

陸
を
深
め
て
き
た
。
ま
た
、
花
見
会

の
際
実
施
し
て
い
る
虫
送
り
の

「太

刀
振
り
」
は
、
会
の
恒
例
行
事
と
し

て
定
着
し
、
ふ
る
さ
と
市
浦
の
Ｐ
Ｒ

と
誇
り
お
こ
し
に
結
び

つ
け
て
い
る
。

平
成
七
年
に
結
成
し
た

「
ふ
る
さ
と

市
浦
会
」
で
は
、
準
備
段
階
か
ら
積

極
的
に
協
力
し
、
結
成
と
同
時
に
副

会
長
に
就
任
、
会
の
運
営
に
寄
与
し

受
賞
者
と
功
績
内
容

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

伊南 市男さん 竹谷友三郎さん
(磯 松)     (脇  元 )

葛西 孝さん

め
る
。
そ
の
間
、
毎
年
ふ
る
さ
と
市
　
　
の
理
事
と
な
り
、
平
成
十

一
年
か
ら

浦
と
の
交
流
会
や
会
員
、
家
族
と
の

は
顧
間
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

納
涼
会
等
を
開
催
し
て
い
る
‘
今
年

五
月
よ
り
顧
間
に
就
任
し
、
本
会
の

運
営
及
び
活
動
に
対
し
て
適
切
な
指

導
、
助
言
を
し
て
い
ま
す
。

成田 文忠さん
(東京都稲城市 )

鳴海 憲也さん
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動
功
労
静
と
し
て
、
県
知
■
か
ら
感

謝
状
を
受
賞
し
て
い
る
¨

一一

磯
松
海
岸
の
風
景
画

『
北
辺
』
を
寄
贈

富
永
静
子
さ
ん
略
歴

●
東
京
生
ま
れ

首
都
圏
在
―ｌｉ
め
け
出
身
ィ
ヒ
そ
の
　

　

●
武
蔵
野
美
術
短
期
大
学
卒
業

の

「
か
る
さ
ヒ
体
岐
交
流
事
業
」
に
　

　

　

記
中
美
展
　
奨
励
賞
　
′、ム
員
推
挙

参
，リーー
、
米
＝
　
”́
Ｌ
の
際
描

い
た
磯
松
　
　
　

・̈出
中
美
展
　
ヘ
ム
員
努
ノＪ
賞

海
岸
め
風
景
画

「
北
辺
」
　

・∵
〓

　̈
　
　
¨
出
中
美
展
　
委
員
推
挙

年
市
‐―ｌｉ
付
　
圧
ト
サ
の
大
作
を
寄
贈
　
　
　
¨
出
中
美
精
鋭
Ю
ノ、
民

富 水 静 子 さん

永
年
の
消
防
団
活
動
の
功
績
が
認
め
ら
れ
る

お 広報ιタィ多

清
森
県
農
業
会
議
会
長
島

‐受…遍

村
農
業
委
員
会
長

村

元

則
美

さ
ん

（磯
松
）

農
業
委
員
会
長
の
付
元
‐ｌｌｌ
美
さ
え

一

れたい」”鋤」川農は崚琳社は
一

十
成
四
年
農
業
委
員
に
就
任
　
長
年

一

」̈”̈̈̈
¨̈̈̈
¨̈̈̈
一

Ｌ
ド

Ｌ

陽

ド

‐

Ｌ

494-
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で    に
11月 17日 、東京都品川

プリンスホテルにおいて、

「関東地区ふるさと市浦会

交流会」が開かれ、市浦

会会員、村からの参力0者

合わせて150人 が参力0し

ました。

レ

「
か
ん
ぱ
～

い
」

っ
た
交
流
会
に
先
立
ち
市
浦
村
褒
賞

受
賞
式
及
び
感
謝
状
贈
呈
式
が
執
り

行
わ
れ
、
関
東
地
区
に
在
住
す
る
四

人

【関
連
記
事

二

・
三
ベ
ー
ジ
】
の

方

々

一
人
ひ
と
り
に
高
松
村
長
か
ら

賞
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
っ

交
流
会
に
人
り
、
高
松
村
長
が
モ

ー
林
公
園
の
完
成
や
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム

「す
わ
ん
の
里
」
の
完
成
な

ど
近
況
報
告
を
兼
ね

「
一
ヶ
月
市
浦

に
来
な
け
れ
ば
市
浦
が
変
わ

っ
て
い

る
と

い
う
意
気
込
み
で
全
力
投
球
し

て
い
ま
す
」
と
、
鳴
海
正
毅
市
浦
会

会
長
が

「私
た
ち
が
生
ま
れ
育

っ
た

市
浦
村
の
た
め
何
か
協
力
し
よ
う
と

る
。
こ
れ
か
ら
も
皆
で
手
を
結
ん
で
、

皆
で
力
を
合
わ
せ
て
ふ
る
さ
と
市
浦

の
た
め
に
が
ん
ば

っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
」
と
あ

い
さ

つ
。
来
賓
と
し
て
四

国
民
舞
輪
の
会
会
主
で
あ
る
宮
川
和

扇
さ
ん
、
青
森
県
人
会
野
呂
妙
子
副

会
長
の
祝
辞
の
後
、
祝
電
の
披
露
が

木
原
光
知
子
さ
ん
も
駆
け
つ
け
る

今
回
の
交
流
会
に
は
、
十

一
月
十

二
日
、
村
で
講
演
を
行

っ
た
、
ス
イ

ミ
ン
グ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
本
原
光
知

子
さ
ん
も
会
場
に
駆
け

つ
け
、
「
岡

山
出
身
の
私
が
、
岡
山
県
人
会
の
交

流
会
に
も
参
加
し
た
こ
と
も
な

い
の

に
、
な
ぜ
か
市
浦
村
の
交
流
会
に
駆

け
市
浦
と

い
う
村
が
大
好
き
に
な
り

ま
し
た
こ

と
参
加
者
に
あ

い
さ

つ

し
、
盛
大
な
拍
手
を
浴
び
て
い
ま
し
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和

嶋

　

俊

治

さ
奎

磯
松
出
せ

一東
京
都
昭
島
市
在
住
】

O屋
輿副憑髄遭窒憲

～参カロ者のコメント～

憑ろ0と

加

納

　

正

彦

さ
奎

１

・
出
せ

【東
京
都
羽
村
市
在
住
】

会
で
は
や
「
は
すヽ
津
軒
Ｔ
が
懐
か
し

佐

藤

　

弘

子

さ
奎

相
内
出
き

【東
京
都
世
田
谷
区
在
住
】

渡

部

　

直

子

さ
を

相
内
出
き

【埼
玉
県
入
間
市
在
住
】

三
好

み

さ

子

ヽ
え

昴

内
出
せ

【東
京
都
立
川
市
在
住
】

■
ら

り
ξ
は
普
段
津
幡
Ｔ
を
使
わ
な

後
も
ぜ
ひ
参
加
―
て́
い
き
た

い
て
す

ム
否
民
　
　
　
川躊
さ
ん
（太
田
出
身
）

【千
葉
県
印
格
郡
酒
々
井
町
在
住
】

石

丸

　

セ

チ

さ
奎

脇
几
出
壼

【千
葉
県
習
志
野
市
在
住
】

甫
螢
田
　
＝
拌
社
さ
ん
（脇
几
出
身
）

【東
京
都
杉
並
区
在
住
一

阿
部
　
和
子
ヽ
え
脇
一九
出
き

【神
奈
川
県
横
浜
市
在
住
】

っ
た
＝
理
最
高
に
お

い
し

い
て
す
ね

↓
貧
衛

　

鰍
榊
姫
さ
ん
（相
内
出
身
）

【神
奈
川
県
川
崎
市
在
住
一

＝
に
は
勢

い
を
感
じ
る
　
′ＩＪ‥
年
帰
省

す
る
が
、
帰
る
た
び
に
付
め
活
性
化

ね
　
現
在
、
津
性
民
話
教
牢
の
会

Ｌ

る
か
、
こ
め
市
浦
け
の
勢

い
を
兇
習

ふ
る
さ
と
市
浦
会
・交
流
会
で

１１０

万
円
を
寄
附

壺
ハ
一Ｐ

一員
市
中
さ
ん
爾
一冗出
早
横
浜
市
一Ｐ塚
区
在
じ
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健
康
維
持
に
最
適

し
～
う
ら
ん
ど
海
遊
館
オ
ー
プ
ン

一
周
年
を
迎
え
る

よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
の
鴫
子
を
寄
贈

天
龍
目
神
ｏし
う
ら

＞
市
浦
中
生
徒
に

き
た
も
来
村
　
ノ、
十
三
歳
に
な
る
現

を
持

つ
と

い
う
あ
や
子
さ
ん
か
ら
は
、

「
ボ
ケ
な

い
五
箇
粂
」
が
紹
介
さ
れ
る

な
ど
、
参
加
者
に
は
有
意
義
な
講
演

今
後
も
地
域
の
た
め
に
活
動

市
浦
村
商
工
会
青
年
部
が
３０
周
年

村
商
工
会
青
年
部

一成
田
武
司
部
　
　
　
　
鳴
　
海
　
養
　
正

長
一
が
設
立
三
十
日
年
を
迎
え
十

一　
　
　
　
　
中
　
島
　
明
　
雄

月
十
八
ロ
コ
ミ
ユ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
山
　
田
　
博
　
伸

に
お

い
て
、
記
念
式
典
を
行

い
ま
し

　

　

〈
職
　
　
員
》

▲歴代部長に感謝状が贈 られる

夭
取
地
区
ほ
場
整
備
事
業
が
完
成

¨

し
ゅ
ん

工
式
典

を

行
う

　

　

ゅ
ん
工
に
伴

つ
記
念
碑
除
幕
式
が

¨

執
り
行
わ
れ
市
浦
村
土
地
改
良
区

一

平
成
八
年
度
か
ら
事
業
を
進
め
　
　
関
係
者
、
県
関
係
者
、
付
関
係
者

一

ら
百
人
が
出
席
し
ま
し
た
．　
　
　
一

記
念
碑
は
実
取
地
区
ほ
ぼ
中
央

¨

事‐こ確恒≒「には一雌隋麟叫蜘
一

事
長
ら
が
記
念
碑
の
除
幕
を
行
い
、
¨

事蝶̈
畷回臓卿知艤乳糧にヽ　̈

整
備
面
積
が
九
十
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
一
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ダ

ン
ベ
ル
体
操

で
体
力
づ

く

り
を

第
３２
回

保
健
。医
療
・福
祉
計
画
会
議

十

一
月
十
八
日
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

健
　
医
療

・
福
祉
計
画
会
議
が
開
か

同
会
議
で
は
、
午
前
中
に
保
健
衛

生
協
力
委
員
の
奈
良
し
づ
江
さ
ん
、

食
生
活
改
善
推
進
員
会
長
の
松
本
芳

子
さ
ん
、
村
□
赤
奉
仕
団
委
員
長
の

小
田
桐
恭

一
さ
ん
、
民
生
児
童
委
員

の
越
野
清
志
さ
ん
、
金
木
高
校
　
市

浦
分
校
の
塚
本
雅
君
の
五
人
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
団
体

の
活
動
発
表
を
行

い

て
の
問
題
点
な
ど
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
〕
金
木
高
校
市
浦
分
校
の
塚
本
君

は
同
校
の
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
発
表
し

「冬

の
除
雪
は
大
変
だ
が

皆
で
作
業
を
す
る
と
楽
し
い
。
高
齢

★
確
定
申
告
の
時
期
が

近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

平
成
十
三
年

一
月
か
ら
十
二
月

ま
で
の
間
に
納
め
ら
れ
た
保
険
料

は
、
「社
会
保
険
控
除
マ
一し
て
全

額
が
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
．

年
分
の
保
険
料
の
他
に
、
過
去
の

期
間
で
未
納
や
免
除
を
受
け
て
い

た
分
を
平
成
十
三
年
中
に
納
め
た

保
険
料
額
に
な
り
ま
す
［

火
事

と
救
急

・
救
助

は

一

一

饉
盟
国
Ｈ
Ｕ

た

『
ふ
る
さ
と
ま

つ
り
』
に
消
防
署

で
は
、
ロ
ー
プ
の
結
索

の
展
示
ヒ
体

験
、
心
肺
蘇
生
法
、
小
学
校
六
年

中
学
校

一
年

の
防
火
ボ
ス
タ
ー
の
展

は
、
防
火
衣
や
空
気
呼
吸
器
を
着
装

4̈9[



9 暉ιチろ

工藤 美 賀子さん  野 呂 陽 子 さん

その10

トレボート
昨年11月 のグランドオープンより1周年

を迎えた海道館。 1周年を記念して様々な

催し物キャンペーンが開催されました。参
加された皆さんお疲れ様でした。今後とも
村の行事としてこのイベントを定着させた
いと思います。また、参力0できなかつた皆
さんのために今回は1周 年イベントをレポ
ートしました。

信

子
供
の
部
、
女
性
の
部
、
男
性
の

部
三
つ
に
分
け
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
っ
予
定
と
し
て
い
た

よ
り
も
多
く
の
参
加
チ
ー
ム
が
あ
り

水
の
中
で
激
戦
が
繰
―り
広
げ
ら
れ
ま

決
、

「・′
らヽ
力
が
あ

っ
て
も
滑

っ
て

部

一
お
〓

つ
ち
九　
ん

（山
田
君
、
■

田
彗
、
葛
西
君

二

女
性

の
部

一
な

ん
、
鳴
海
さ
ん
こ

男
性

の
部

「
鎌

ち

ゃ
ん

（鎌
田
さ
ん
、
成
田
さ
ん
、

封
馬
さ
ん
こ

と
な
り
ま
し
た
３
負

誓

い
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
励
ん
で
い
る

初
め
て
の
試
み
．　
一
時
間
ぶ
っ
通

し
で
の
音
楽
に
合
わ
せ
た
水
中
運
動

の
生
き
残
り
‐．
三
十
名
以
上
の
参
加

者
が
集
ま
り
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
ベ
ー

ス
で
運
動
し
ま
し
た
．
「
最
初
は

一

時
間
も
も
た
な

い
な
と
思

っ
て

〕
た

た
、
二

「
え

う
、
も
う
終

わ
―Ｉ
Ｔ
´
あ

吉
が
聞
こ
え
る
」
ｉ

二
」皆
さ
ん
集
中

，
蓄́
．実
し
て

・．た
よ
う
で
す
　
次
回

は
皆
さ
え
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

終

わ
，
た
後
の
充
実
感
そ
し
て
ピ
ー

記
念
す
べ
き
第

一
回
の

「
ミ
ス
し

ヽ
う
ら
ん
ど
海
遊
館
」
と

「
ミ
ス
元

気
海
ク
ラ
ブ
」
が
十
二
日
に
発
表
さ

れ
ま
し
た
。
健
康
的
な
美
し
さ
が
評

価
基
準
と
な
る
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
、

「
ミ
ス
し

ヽ
う
ら
ん
ど
海
遊
館
」
に

は
野
呂
陽
子
さ
ん

（
二
十
五
歳
木
造

町
出
身
）
、
マ
ヽ
ス
元
気
海
ク
ラ
フ
」

に
は
会
員
の
平
野
伸
枝
さ
ん

（二
十

七
歳
　
相
内
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

ミ
ス
に
選
ば
れ
た
お
二
人
に
は
海
遊

館
の
イ
メ
ー
ジ
ガ
ー
ル
と
し
て
ポ
ス

タ
ー
撮
影
や
バ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
で

活
躍
し
て
い
た
だ
き
ま
す
ら

餞
■
■
■
Ｕ

自
目
輛
囲
□

▲盛 りあがりをみせた水中綱引き大会

皆 さ:ノυ思い思いに 1周 年を楽 しんでいたよう  運動は …」「体力に自信ないな」 という方 も無理
です.海 遊館 も2年 目に入ります。今後も更に皆   なく、効果的に行えますのでぜひご参加 してみて
さんと共に健康づ くり、健康管理を充実 させてい  はいかがですか ?

きたいと思います。                 特に腰痛、肩こり、身体の疲労感がある方には
12月 からは水を使ったス トレ ノチ体操や陸上で  お勧めいたします。

のス トレノチ体操、水中での呼吸法によるリラク   これか %も 進化する海遊館をよろしくお願いい
ゼーションなどを行います。いままで「ちょっと  たします[
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・…統計調査 にご協力 ください 。・・

12月 31日 現在で工業統計調査、石油等消費構造統計調査が同時

◆工業統計調査

製造事業所の実態を調査します。
◆石油等消費構造統計調査

事業所30人以上の製造事業所の石′由等の消費実態を調査しま

本年12月 から来年 1月 にかけて調査員がお伺いしますので、ご
協力お願いします。

なお、調査票については、統計法に基づき秘密が厳守されます
ので、数字等の正確なご記入をお願います.

経済産業省 青森県 市浦村

関東地区ふるさと市浦会は、平成 7年 11月 に関東地区周辺に居
住する市浦村出身者及び縁故者を中心に組織 されました。

募集 しています。

年間行事 として、総会 交流会などあ ります.ま た村広報紙送
付の特典もあ ります。年会費は、一人 (一家族)に つ き3,OC10円 で
す。会員になって、会員同士の親睦をはか りませんか。
>お申 し込み先

市浦村役場 企画財政課 80173-62-2111

ふるさと市浦会事務局 事務局長 伊南喜仁

青森県最低賃金

1日 4ヮ 830円

11寺間 604円

(平成13年 10月 1日から適用されています0)

卜お問い合わせ

五所川原労働基準監督署 ●35-2309

日

ロ
ロ

ロ
ロ
■
目

第
百
二
十
三
回
全
国
商
工
会
珠
算
検
定
試
験
が
十

一
月
十
七
日

市
浦
村
商
工
会
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

受
験
者
数
が
十
五
名
で
合
格
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
三
級

　
　
成

　
田
　
綾

　
美

（辻
分
珠
算
学
院
）

▼
四
級
　
　
秋

田
谷
　
美

　
佑

（辻
分
珠
算
学
院
）

▼
八
級

　
　
藤

　
田
　
暮
ホ
　
洸

（辻
分
珠
算
学
院
）

白

　
川
　
拓

　
人

（辻
分
珠
算
学
院
）

Ｍ

闇

圏

同

目

因

「広
報
し
う
ら
縮
刷
版
」
に
つ
　
　
企
画
財
政
課
に
申
し
込
み
く
だ
さ

い
て
は
、
昭
和
五
十
七
年
五
月
号
　
　
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
．

ま
で
収
録
し
た
も
の
が
発
刊
さ
れ
　
　
○
販
売
予
定
価
格

て
い
ま
す
が
、
そ
の
後
発
刊
さ
れ
　
　
　
価
格
は
、
五
千
円
位
を
予
定
し

て
い
ま
せ
ん
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
お
り
ま
す
が
、
発
刊
部
数
に
よ

今
回
、
昭
和
五
十
七
年
六
月
号
　
　
り
価
格
に
変
動
が
生
じ
る
こ
と
も

か
ら
平
成
十
三
年
五
月
号
ま
で
　
　
あ
り
ま
す
。

（予
定
）を
収
録
し
た

「広
報
し
う
　
　
〇
縮
刷
版
仮
予
約
の
中
し
込
み
は

ら
縮
刷
版
」
を
発
刊
す
る
こ
と
に
　
　
　
役
場
企
画
財
政
課
　
企
画
広
報

な
り
ま
し
た
。
発
刊
は
、
平
成
十
　
　
係
ま
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
．

四
年
二
月
上
旬
を
予
定
し
て
い
ま
　
　
奮
六
二
―
二

一
一
一
（内
線

一
九
）

　̈一一一『『一『呻讐̈̈ｏ　　　　　　ＯＣ〓｛〔一、



情報をお寄せください

お しらせ
役場の電話は62-2111

市浦村の人口と世帯数  平成13121現 在

桂

磯   松

平成13年分の確定中告時期 も間近 となりました。

税務署では、つ ぎの日程で収支内訳書や確定申告書新

様式の書 き方について説明会を開催 しますので、ぜひ、

説明会は午前 10時 からと午後 1時30分 からの 2回 開催

農 業 所 得 者

(青色申告者以外)

左記以外の事業者

(青色申告者以外)

日時 平成14年 1月 15日 ∞ 平成14年 1月 16日 因

場 所

中里町

総合文化セ ンター

「パルナス」

中里町

総合文化セ ンター

「パルナス」

放送大学 〈教養学部〉では平成 14年 度第 1学期の学生

を募集 しています。

◆出願期間

平成13年 12月 15日 山～平成14年 2月 15日 0
放送大学は衛星放送等を利用した正規の通信制大学で

す。入学試験はありません。

平成 14年第 1学 期放送大学学院 (修 士科目生 )

も同時募集 !

大学院の授業を1科 目からでも学べます。入学試

出願受付 :平成13年 12月 15日 0～ 平成14年 2月 15日 ロ

※入学資格等、詳 しいことは募集要項をご参照 ください

※募集要項は無料で送付 します。

>資料請求 。お問い合わせ先

〒0368560 弘前市文京町 1(弘 前大学創立

"周

年記念会館内,

放送大学青森学習センター

・・・市 町 村 合 併 出 前 講 座 ・̈

研修会、集会等に県職員が出向いて、市町村合併につ

いて説明 します。派遣に係る経費は、県が負担 します。

なお、講座を希望する際は、事前に県市町村振興課広

域行政担当 (8017-734-9077)ま たは、役場企画財政

課 (862-2111)ま でお問い合わせ ください。

県内の交通事故概況
青森県交通対策協議会

４５
〇
一２‐
ｍ
一９
ｍ

◆募集人員

溶接科 建築科・配管科各20名

◆募集期間

14年 1月 7日 鯛)ヽ 2月 20日 困

◆訓練期間

14年 4月 ～15年 3月 (1年 )

◆応募資格

離転職者などで再就職のため、職業に必要な技能と

知識を熱意を持って習得したい方 (年齢 性別は問い

ません)。

◆応募手続

願書に必要事項を記入し、最寄りの公共職業安定所
へ (願書は公共職業安定所に用意してあります).

◆選考日

14年 3月 5日 ∞

青森県立木造高等技術専門校 (木造町字桜木17-2、

80173-42-2424)又 は最寄りの公共職業安定所まで。

496-



木
枯
ら
し
が
吹
く
こ
の
季
節
。
テ

レ
ビ
や
新
聞
で
日
に
し
た
り
、
耳
に

ザ
で
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
毎
年
、
こ
の

時
期
に
な
る
と
流
行
す
る
い
や
な
病

気
で
す
。
こ
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は

か
ぜ
と
似
て
い
る
け
れ
ど
も
、
全

，く

異
な
る
病
気
で
す
。

筵

И

目

堕

Ｕ

①
三
十
八

・
五
度
以
上
の
熱
が
続
く

②
激
し
い
せ
き
が
あ
る

③
の
ど
が
強
く
痛
む

④
関
節
痛
や
筋
肉
痛
、
腰
痛
な
ど
の

痛
み
が
あ
る

な
ど
で
す
。
ま
た
、
十
歳
以
下
の
子

ど
も
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
る

と
ま
れ
に
脳
症
を
お
こ
し
て
死
亡
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
高
齢
者
や
呼

吸
器
、
心
臓
な
ど
に
病
気
を
持
つ
人

は
重
症
化
し
て
死
亡
し
た
り
す
る
こ

知
っ
て
備
え
よ
う
＝

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

①
安
静
に
し
て
休
養
を
と
る

②
部
屋
の
湿
度
を
保
つ

（六
十
～
七

十
％
）

③
十
分
に
水
分
摂
取
を
す
る

④
早
め
に
受
診
す
る

①
な
る
べ
く
人
混
み
を
避
け
る

②
外
出
後
は
必
ず
う
が
い
、
手
海
い

③
室
内
の
乾
燥
を
防
ぐ

⌒加
湿
器
の

使
用
、
洗
た
く
物
を
干
す
な
ど
）

④
十
分
な
栄
養
を
と
る

⑤
マ
ス
ク
を
着
け
る

籠
曹

囲

田

Ｕ

前
述
し
た
予
防
法
に
加
え
て
、
予

防
接
種
を
受
け
る
こ
と
も
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
か
ら
身
を
守
る
に
は
有
効
な

方
法
で
す
。
特
に
抵
抗
力
の
弱

い
六

十
五
歳
以
上
の
方
や
乳
幼
児
、
妊
婦

の
皆
さ
ん
に
は
、
重
症
化
を
防
ぐ
た

め
に
も
効
果
的
だ
と

い
え
ま
す
。
こ

れ
は
、
今
年
度
、
改
正
さ
れ
た
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
法
の
中
で
も

重
要
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
予
防
接
種
は
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
が
流
行
す
る
前
に
受
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
十
二
月
中

旬
ま
で
に
受
け
る
の
が
よ
り
有
効
で

す
。
接
種
は
十
三
歳
以
上
が

一
回
、

十
三
歳
未
満
で
は
過
去
の
感
染
に
よ

る
免
疫
が
な
い
こ
と
も
あ
り
、
二
回

の
接
種
と
な
り
ま
す
。　
一
歳
未
満
の

乳
児
に
つ
い
て
も
二
回
の
接
種
と
な

り
ま
す
が
、
小
児
科
へ
相
談
す
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

こ
の
冬
、
家
族
そ
ろ
っ
て
元
気
に

過
ご
す
た
め
に
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
予
防
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

▼
お

誕

生

長
　
利
　
凌
　
太

（大
田
）
豪
　
美

▼
ご

結

婚

▼
お
く
や
み（相

内
）
６７
歳

（相
内
）
９５
歳

（相
内
）
７９
歳

⑤
Ｏ
①
③

木
原
光
知
子
さ
ん
の
講
演
会
で
は
、

本
原
さ
ん
の
母
あ
や
子
さ
ん
も
来
村
。

演
台
に
上
が
り
参
加
者
の
皆
さ
ん
に

「
ボ
ケ
な

い
五
箇
条
」
を
紹
介
し
て
く

れ
ま
し
た
。
そ
の
「
五
箇
条
」
と
は

‥
。

①
仲
間
が

い
て
気
持
ち
の
若

い
人
。

②
人
の
世
話
を
よ
く
し
感
謝
の
で
き

る
人
。

③
も
の
を
よ
く
読
み
よ
く
書
く
人
。

④
よ
く
笑

い
感
動
を
忘
れ
な

い
人
。

③
趣
味
の
楽
し
み
を
持
ち
旅
の
好
き

な
人
。

と
か
。
皆
さ
ん
は
何
個
該
当
し
ま
し

た
か
　
。
　
　
　
　
　
　
　
會
一不
）

相 成 秋 丸 川 工 佐 白 岡 須 三 石 石 植

公 直 愛  弥 和 友  聖 和 陽 佑 奈 秋

美 樹 子 肇 生 成 美 傑 子 孝 子 介 代 彦

磯 藤 桂 弘 相 中 青 磯 磯 板 相 埼 静 太

卜 泰

相 十

▲「ボケない五箇条」を紹介する木原あや子さん(右 )


